
7.計 器 お よ び 継 電 器

ELECTRICAL 仙EASURrNGJNSTRU仙ENTS AND RELAYS

計測器･継電器の製作分野においても昭利35年度ほ引きつづき

好況を皇し,量,質ともに著しい進歩の跡がみられる｡生産鼓にお

いては従来の記録を更新し,また化学工

における新鋭火力,ナ

プロセスの新設,電ノ｣卯

拓虻送電系統の充央などにより,プロセスま

たほ系統に応じて新器種の開発と性能の山上が行われた｡

機能,構造の上での統一-一一,使途に応じた線種の燕備も重･よ的にと

り上げ 工1しー才ら

もの,継電器における

叶･小形の系列,電子式調節計の

圧キャリヤ装置の-▲式,精算電力

計のY-7形のように,いわゆるシリーズの充′尖が進展し,川途の拡

張と]改りまとめの上の品位が向上した｡

材料,部分品の究明も進み,その一例としてトランジスタのi~;】

据･継電器への採用も活発に行われ,トランジス升式】l立メガーの

ような新製品の開発,電子式調節計,継`.宣据にこざゴけるような機能の

飛躍的な向上を試している｡

需要の増加に対応し,また設備の更

いても飛

を図るため,〔1=二産設帖にお

的な拡充が行われ,新設計測揺⊥場において新年度を迎

えてヨ三産が開始された｡

7.】工 業 計 器

昭和34年虔に引続き工業計器の需要は増加の･一･途をたどり県政-‡■i:

の向上は臼ざましいものがあった｡一方 機穐の開発,性能の改薫

も活発に行われ質,量ともに充実したものとなってきた｡特に電丁

管式日動平衡計器は,さきに開発した中形のVKP31,VKB31形記録

計を主力に量産体制を確立するとともに,中形指示計,理化学機器

用高精度記録計などを新たに開発し,広範な需要に応じられる体制

とした｡工業計器の主体をなす空気作動式調節計は大形,小形とも

測定機構部,調節機構部のユニット化と意匠の斬新化を計り,保′~#

が容易で盤面体裁の良いものとした,〕

数年来研究を ねてきた電二√式制御装間は検川端,計器,制御器

の機器を完成L,いよいよ実用化の投網に入り,富士製鉄株

式会社室蘭製鉄所納TOプラント,信 化′芋株式会社再:江津工場酢

酸ビニールプラソトなどに納入された｡また標準パタン方式による

スキヤニソグ装置も完成し,宇部興産株式会計などに納入され,電

子式機器の動向は清発である｡

そのほか,放射線応用計暑註として熱問圧延機用7′患射享み計,分析

計でほ水Lト]溶解恨素,水素計が開発され,各種鉱~J二業における生産

合理化に工業計器の 臼一冊凋ざましいものがあった｡

7.1.1電子管式自動平衡計器

二｢業計器の二1こ流をなすVKP31形記録計の詰川j,生此ほその後急速

に伸び,r~1立独粕の磁気教.網方式MM7形サーボ増幅裾の粕牲周上,

量産態勢の確丸と仰ま/-,で息千符式計帯の人､一三をIliめるに至った｡

これに伴って従 からある大形記録詔そのほかの′温子管式計器も一

部の改良を加えるとともに,このMM7形増幅君せ全面的に採用し,

TVK一-C形記録計,SRV35形指示計などを完成した(-,

小形シリーズとしてVKP31膨そのほかの,~漣録詔に対応し,VIP3l

形,ⅤIB31膨 したり 什桜概要ほVKP31形記劇謡･に準

ずるが3nO度応用指′ん正式て,二う点までの六郎1ほたはて琴報横山勧勺

蔵し,計器表山から仝Ll盛設定吋能な隅i畏である._.

ボイラなどの運搬雄封乱用詔`械手として,多箇所の測定に対し∴わのお

の独立に上限および~卜限の設定を行い,これらの設定値に刈しおの

おの独立に警報またほ調節動作を子｣:うⅩ--SSR6形多点独立警報讃張
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据を完成した｡これは独特の記憶装臣呈を内 するVKP31形記録計

と組合わせられ,小形シリーズとして他用できる｡

最近の即化学装i】■勺:の飛躍的な柘峠能化に伴い,従

で臨
-

ほ特殊な要求を

の工業計轟用

足させることが桐難となりつつあり,理

化学専用のVKP21形記録計を完成し/たu もちろん工 計据とし.て使

川することも叫能であり,ラックタイプの形状を標準としている｡

性能的には高精度記録であるため250mm幅記録紙港働用し,正嫡

から感度の切換え,記録紙送り

さらに平衡

しるきでが作操の他のそ更変の度

度が従来の2～4秒/全目盛に対し,その数分の一とす

ることも可能となっている｡国内では同瞳の記録計は製作されてお

らず,この分野におけるエポックをなすものとして期待されている｡

`■蛋-~〃乱武応用計君の開発も浦発で,含没処理監視用の･--･環として

11胴It34年完成した絶縁記録闇もさらに性能を向上させ,100,000

Mよ1の 続測定記録を可能にした｡またサンプリソグ計測ならびに

制御ほ将来の品餌制御方式の---･つとしで重要視されているが,

加熱炉から間欠的に送り椚される製品の温度を測定し,炉内ふん

いき温度をカスケード制御するためのサンプリング記鈷計を完成し

た｡

7.1.2 調 節 計

調節計ほますます需要が増え,その後も性能改善や新製品開発が

摘発に行われた｡復原機構は振動や衝撃に一段と強い安定した機構

になり,微調節部も取扱い便利な堅ろうなものとなった｡また調節

計ほ材質変更により指示精度が川上し,日動制御機器として非常に

すぐれた性能をもつようになった｡

このような性能改善の結果,PIB41-P形中形圧力指示調節計が,

デザインも一新して完成された｡この調節計ほ,0～1kg/cm2の割

合に低い圧力から,0～150kgノ′′cIl12 という高圧までベローズまたほ

ブルドン管で検旧し,P動作またはPI動作で制御するもので,パ

ネル取付け,壁面取付けいずれも可能,現場用調節 として好適で

ある｡P動作の場合には指示発信緑としても使用できるすぐれた直

線性をもっており,簡易形ACCの王制御器としても各方面砿納入

され好評押に運転されている｡

第1lXlVIP31形

電子管式指示計

箱3【ズ1VKP21形

′一にナ甘フ･(r;己録.盲l■

狛2図 VKB31形麗子菅式粘度記

銀.汁と組合せられたⅩ一SSR6形

多ノ∴･二独_宥警報設定邪
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第4図 ⅤIBdl-P形中形

圧力指′Jさ調節計

第5図 PGI形プログ

ラム設定器

第6図 VQPll-P形電手管式空気

†′ド動新形温度記録調節計

大形焼鈍炉の炉内温度制御にほ,数台のプログラム調節計でまっ

たく同じプログラムにそって数筒所の点を制御しなくてほならない

のが従 の形であったが,その制御をより経済的に行うためにPGI

形プログラム設定器が開発された｡これほプログラム曲線どおりの

空気圧信号が発信されることほ一般の設定器と同様であるが,内部

機構はェアサーポ機構が応用されきわめてすぐれた特性を有し,計

器正面から--一一見して正しい空気圧が発信されているかもわかる日立

独特の画期的な方式をとっている.｡信号を受ける数台の調節計はイ

ンデクセットベローズを内蔵させればよく,この設定器を用いれば

同時に数台のプログラム制御を行うことができ,しかも取扱いが鹿

利,経済的にも非常に有利でありすでに各地で算用されている｡

また内容デザインを一新して調節計の新シリ 浣カズ された｡

すなわちVQXlrP形,MQLll-P形,VKX62-P形,PKB62-P形な

どがこれで,従来の経験を生かして調節機構のコンパクトユニット

化が行われ,性能的に安達し融通性に富んだ近代的デザインのもの

である｡大形シリーズの調節計では自動と手動の切換えおよび手動

操作が,計器外部からもとびらを開いてできる新方式がとられ,記

録紙の交換も一動作でできる｡小形シリーズでほ,内部機構引出し

のまま相性
.二∴＼‥･:

ヒヒ
い.可が PID動作の正面 定可能,共通部品

の拡張による広い互換性など,特性の上でも機能の上でも近代的感

覚に適合した両シリーズにより,調節計は急激に需要が高まりつつ

ある｡

そのほか,FPR形 正坐気圧発信器も種々改良が加えられ,高†耐

圧,高精度のものが完成され,小形計器による計装に活躍している｡

大形ダンパや操作端の駆動用Ⅹ一PC8形パワーシリンダも完成され

て,パワーシリンダの全機種がそろい,大容量ACCにも利用され,

その実績をあげて着々進出してきている｡

7.1.3 分 析 計

分析計においては性能の改善と高精度の分析計の開発に努力が払

われた｡すなわち磁気式酸 計についてほ分析室,検出熱線の構造,

自動温度制御器に全面的な改良を加え,電

オードを基準

採用して

装置にはツエナーダイ

圧素子として供用したトランジスタ式定電流装置を

度および安定度の高い新形を完成した｡pH計について

は従来よりpIi計メーカーとして定評のあった堀場製作所と提携

し,日立 作所と堀場製作所の長所を取入れた新しいpH計を完成

した｡すなわちVKP33形pH記銘計,PID-4形電子式pH調節計

および各種電極を完成したし′

一方新しい高精度の分析計の開発についてほ,研究部門および製

作部門が一体となっての研究が尖を結び水中熔解酸 分析計,水中

溶解水素分析計および窒素純度計が完成した｡水中溶解酸素分析

計,水中溶解水 分析計は水中に溶解Lている酸 および水素をそ

れぞれ水素および空気を用いて柚‖し,熱伝導形ガス分析計で測定

するもので,ボイラ用水の監理用計器として近年の高温高圧のポイ
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第43巻 1号

第7図 水中溶解酸素

(水素)分析計

ラには不■tJ火の計器であり,この桂の

である｡

窒

器ではわが

純度計ほ空気分離により酸素および窒

第8図

皐素純度計

始めての製品

を製造する

窒素の純度監視を行う計器で99～100%の目盛を有し,空気分離

苫よりの99.6～99.8%の高純度窒

納入先から非常な好

確を定測の

を博している｡

るもので

7･】･1放射線応用計器

放射線応用計器は液面計,厚み計,密度計,水分計などのおもな

る品種の開発が一とおり完了し,納入台数ほすでに100台に達した｡

いずれも特色ある方式を採っており,運転実績も好調なので各方面

から注目されている｡

厚み計ほすでにβ線を利用したうす物測定用およびr線を利用し

たあつ物測定用のものが完成しているが,その中問の悼みに測定困

難な範囲が存 した｡鉄板では1.4～5mmであるが,この範囲の測

定用として90Srから放射されるβ線を鉛のターゲットに当てたとき

二次的に放射されるⅩ線(いわゆる制動放射線)を利用する厚み計

が開発された｡この厚み計で注目すべきは特にこの用 のために閑

発された特殊電離箱で,感度が高くまた吸収係数の値を任意に変更

できる特長を有している｡この結果,弟9図に示すとおり,2～80,000

mg/cm2の全範囲にわたってアイソトープによる厚み測定が可能と

なった｡

厚み計の特殊なものとしては4～32mmの鉄板厚みを±1%の精

度で測定する熱間圧延機用厚み計が開発されたが,これはまったく

新しい構想のもとに設計された記録的 品で,わが国ではもちろん

最初のものであり外国でも例が少ない｡このはかに原子炉燃料棒被

要厚み検査装置があるが,これも厚み計の一橙でウランから放射さ

れる2.3MeVのβ線を利用して2mmのアルミ被覆厚みを検査す

るものである｡検江ほ削こアントラセソを使用したシンチレーション

カウンタを依って±0.03mmの精度が得られる｡

中性子水分計は七木用のほかに鉄鋼石の水分を連続測定するもの

されたが,従
,水分測定用計器の決定的なものがないため,

コニ実用測定器として利用分野が広く需要ほ急増しつつある｡一方,

ポータブル水分計に対する輩 も多いので,トランジスタ化した小

形軽量の装置の研究が進められている｡

以__f二のような新製品の開発と並行L.て量産態 にある 準製品に

ついての信頼悼向上にも力が注がれた｡■I如盛度検=器として広く利

用されるシンチレーションカウンタの安定度,液面計用検椚器とし

て使用されているハロゲソカウンタの 命などについて,豊富なデ

一夕の分析により最適値用法が見出された｡

7.】.5 電子式プロセス制御装置

子式のブローセス制御装置ほ脊柱の検汁寺 換器,電子式PID 節
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第9岡 透 過 形 厚 み.計 用 ア イ ソト
ー プ と そ の 測 定 範 囲

第10岡 制動放射厚み計検J_11部

器および操作部である電窄変換器,電空ポジショナなどから構成さ

れている｡

検出変換器ほ温度,圧力,液面,流量などのプロセス 数を信～;▲

電流に変換する変換器である｡この信け電流ほ種々検討の結果,0

～16(4～20)mADCを採用することに決定した｡

温度を測定信号電流に変換する

を使用する2穐

後者の場合はその

撰者削こほ,測温抵抗体と熱電対

があり,前者の場合はブリッジの不平衡電圧を,

起電力をそれぞれ色相還増幅器で0～16(4～20)

11ュADCに変換するものを開発した｡

圧力,液面,流量などの変換器ほ,ブルドン符,ベローズ,ダイ

ヤフラムなどの変位を,フォースモータに取付けた差動トランスで

電圧に変換し,増幅後出力電流をフォースモータに帰還して平衡を

とる｢方式のものを開発した｡

PID調節器ほこれら各種の検F-1-‡

け,設定値との比較,誤差

換器からの測完…信号電流をう

弓･に対する比例,積分,微分の演算を

気的に行うものである｡この調節器ほ設偏ユニットを交換するだ

けで,比率制御,カスケード制御,そのほか計算機などからの指令

により設定値を与えることもできるように

た構造とした｡

通性という点に留意し

またこの制御装置の操作部には,調節舘の出力である0～16(4～

20)mADCの操作信号をうけて,これを窄気圧に変換する

器,電流】空気圧変換部を調節弁に振付け,弁ステム位置をフィー

ドノミックして弁特性を改善する 空ポジショナを開発製品化した｡

以上述べた各種検出変換器および 節器の出力段にほ,トラソジ

スタ2右を使用した独特の同期整流回路を使用し,その電流帰還に

よる安静性,高出力抵抗を利用し,またPID調節器および温度 換

器の直交変換部には磁気変調器,トランジスタチョッパを使用Lて

頼性を高めている｡さらに各増幅部のソリッドステイト化を進め

て,一段と耐久性の向上を期し,また調節器は無指示形として多点

記録計,監視用スヤソナの併用による l.ヽ ■l.■･. の軽減を計った｡
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入力圧力

0,1kg/cm望
以上

出力電流

0～16(4～
20)mA DC

魚苗抵抗

7000以~F

第12図 E-PBR,

圧ノブ変換器

比例荷

積分時間

微分時間

入力電流

川力電流

負荷抵抗

‥ =･;

人力′還流

入力抵抗

川力空気圧

供給空気j~E

2～200%
0.1～30min

O.03～70min

O～16(4～20)mA DC

O～16(4～20)mA DC

500【2以下

V61-E Pll〕調節器

0～16(4～20〕mA DC

400Q 以~F

O～1(0.2～1)kg/cm2

1.2kg/cm2

第15図 Ⅹ-EP電空変換器

入力差J王

500mmAq以上

机力電流

0～16(4～
20)mA DC

負荷抵抗

700【2以下

第13図

E-FDR

流最(差圧)

変換署昏

入力7宅流 0～16(4～
20)mA DC

入力抵抗 400日 以~F

出力ストローク 8～50mm

供給空気任 1.2kg/cmヨ

第16恒三lX-EPV

右空ポジショナ
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7.2 継

電力の需

器

ほ引続き伸長を続け,新出火力発電所,送

電系統の建設,整備が活発に行われるとともに需要家に

おける設備の増大に伴い,継電器の開発も多力面にわた

っている｡

まず 高圧系統においては関西電力株式会社新北陸幹

線ほか14端局のキャリヤリレー装置を製作納入し,

154kV 系統においては 京電力株式会社南東京変電所

その他に多数のキャリヤリレー装置を納入した｡

また66kV級のパイロットワイヤリレー装掛こおいて

も方式,継電器ともに完備し多くの美績をあげている｡

これとともに機器用継電器としては三巻線変圧器の高

度比率差動電流継

主機の保;

器,発電機の接保地護継電器など

の分野でも進歩が見られた｡

他面配電線用の各種保護継電器,電動機の過負荷保護

継電器など汎用継電器の開発も感に行われた｡

7･2･l超高圧キャリヤリレー装置用継電器

関西電~力新北陣枠線などに納入されたキャリヤリレー

装躍ほ完全なカ式と相まって,新形継竃儒の開発,柑′巨 箱171瑚

の改~善,′ト形′ト力化なnに隠極的成黒がみられ情‖lを

(1)AHZ形高速度インピーダンス継電器

AHXG形高 ソス継 器

イ ンピ

これらは短絡および接地用距離継電器で,AHZ形継電器ほ

環形の方向要 と平衡梓形のインピーダンス要

助変流器などよりなっている｡AHXG形継電器

フセットインピーダンス貿

3段および補

要方ま

2段,補助変流器などよりなってい

る｡

これらの補助変流掛よ磁路の一部に空隙を有するものでこの二次

流によって距離要 を励磁することにより過渡時のオーバリー

チを非常に小さく押えるものである｡

距離要 の整定範囲ほいずれも第1段0.6～6‡1,第2段1､10

Q,AHZ形の第3段ほ1.5～15nを標準とし,これらの繋熟ます

べて1%ごとのタップを有するタップトランスによっている｡

AHXG形には60～80度の位相角整定タップを設けてある｡

(2)KVO3形およびKVH3形高速度低電圧継電器

KVO3形継電器には故障検汁1用に使用される継電器で,低電圧

継電据としての動作とともに過電流継電器としての矧生を備え,

電圧降下の少ない場合でも高速度に故障検出することができ,キ

ャリヤの起動継電器として好適である｡

KVH3形継 器ほ故障相選別継電器として使用されるもので

相選別の基準としてほ故障和の電圧降下によっているが,故障柾

流を用いて方向継 器としての特性を加味し,確実な選別能力

を有している｡方向継電器としての回転力ほ送電線のインピーダ

ソスを考 して盤定できるよう電流線輪にタップを設けてある｡

7.2.2 送配電線用継電器の開発

(1)IG形Ⅹ2式接地継電器

送配電 路の接地故障の際動作するもので,接地故障僕性を運

転管理者に知らせたり,あるいは適宜の限時後 断器を動作させ

るなどの目的に使用される｡誘導円板形の構造であるが主繰輪の

凶数切換えと極線輪直列抵抗の切換えにより 30-40-50-60--80

100-120Vの広範囲の整定範囲を有L,系統条什の異なる場合で

も広く適用できる｡東京

れた｡

力株式会社ほか行 電所に多数納入さ

AHZ形高速性 昔r181珂

タ､､/ス椚電絹
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AHXG形高速

度クアクタソス継吊帯

第20図1G形Ⅹ2式

接地継電器

(2)SGF形R式徴 継地接‥祈

第191河 KVH3高速

度低電圧継電器

第21図 SGF形R式

接地継竃帯

保護継届儲の性能向上のため,最近エレクトロニックスの応用

が大いに注目されてきた｡

本継電岩別まトランジスタを使用し,数mAのCT二次電流に応動

する継電器である｡従
,6kV級以下の配電線の接地検出ほ

導

門板形のIGF形接地継電器を使用しているが,これほ零相電圧,

寄畑電流の両勢力により動作するものである｡しかし配電線末端

に設置する高圧需要家の配電盤では接地変圧器を置くことが好ま

しくなく,電流のみで 断器を動作させることが望ましい｡非接

地系における零相電流は一般に500111A以下に押えているので

軍用変流器二次における出力ほ10~5vA程度であり,確実なる

動作をさせるた捌こほ士削剛--1路が必要である｡木器ほ故障時の

1mA程度の徴電流をトランジスタ増幅器で増幅し,スイッチ回路

で王跳躍電圧とし電磁継 器を駆動するものである｡トランジスタ

の使用で般も問題になる周囲温度変化の影響ほ,回路構成に十分

の汗意を基い0～400Cで数%におさまり,また故障発生時のサー

ジ人力に対しても保謹がなされている｡試験スイッチが内蔵され

ており随時感度の点

電器よりもはるかに

もできるようにその保守取扱いほ従来の継

う製作されている｢,

7.2.3 機器保護用継電器の開発

(1)IOM形C-R式過 流継電器

さきに引出回転構造のIOM形C2-B2式過電流継電器を発

たが産業動力 動機の過負荷保護に適応するよう,丸胴ケースに
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収納したIOM形C-R式を聞発し

た｡木器は電動機の過負荷柑卜個こ

マッチした長眠時の動作Ⅰ緋寺を射

する誘導円板要素と短絡故障時即

時動作するプランジャ形の瞬時要

とを有している(=,誘導円板要素

の電流整定板には2～4A7点のタ

ップがあり,電動機定格電流をタ

ップ値に合わせて整定すれば継電

器ほ定楢負荷でほ動作せず125%

第22図10M形C-R式

過電流継電器

の過負荷が継続すると動作する｡

200%過負荷では110秒,500%過負荷で35秒のⅠ矧時を有し過負

荷時にほ電動機熱耐昆の限度まで運転を許容させる｡動作表示轟

2個を有し,動作後の判断を適確にできるように考慮されている｡

(2)KYT13形高 度比率差動

最近超高圧変圧器をはじめ大容量変圧器では3巻線

くなっているが本継竃祁はこの保護に使用する高

圧器が多

虔比率継

で,保護の重要･附こ対し十分信掛こ足る特性を備えている｡

変圧器用比率継電郡はl月滞故障に対してほ定櫓笛流を下まわる

故障 流でも動作できるとともに,外郁故障に対してほ定格電流

の十数倍の電流でも動作Lないよう考慮する必要があり,特にブ

ッシソグ形 流器が使用される関係上,過渡時にほ相当竜の比誤

差,位相角誤差を考えなくてはならない｡

本継電器ほこれらの条件を十分にみたすものでその動作特性ほ

可変比率特性をなし,内部故障に対してほ1.5Aで動作し外部故

障に対してほ故障 流が小さいとき故小比率をなし約35%,大電

流では数百%の比率をもっている｡

本器ほ3偶の可飽和変流器と継電器要素よりなり,可飽和変流

着削ま継 器の抑制 子との関係で可変比率をもたせるものであ

る｡継電器要素ほ3個の抑制素子と動作素子の回転力を比較動作

する｡

なお本継電器はさきに開発しているⅩ-KYT形比率継電器補助

装置との組合わせにより突入電流による誤動作防止も完全に行わ

れる｡

(3)IGV形発電機用接地継電器

柱上変圧器接地方式をとる発 機の接地保護用としてIGV形

接地継電器を開発した｡本器ほ5-7-10【15-20V のタップを有し

接地変圧器二次にタップ値に相応する′電圧が川た場合適宜の限時

ののち接点を閉路する｡基本波同調回路と主変虻器高圧側中性点

正により励磁される抑制回路により,外部故障の ほ動作せず

内部故障のとき高感度で動作できる性能を有している｡

株式会社茂庭発電所ほか数発電所に納入された｡

積算

北電力

7.3
一般計器および測定器類

力計の需要はひきつづき盛んでさきに開発したY--7形シリ

ーズを量産にのせ同時に温度相性,周波数持性などの改良を行い安

定なる製品とした｡海外からの引合いも多く,外国製L～~もと競

え多数の積算電力計器が東南アジアを主とし諸外 に輸出された｡

電子戌術の進歩によりトランジスタが計測器に広く使用されるよ

うになり,ボタンを押すだけで測定できるトランジスタ式日立メガ

ーが開発された｡計器の小形化,小消

の計測器も次々にトランジスタイ

電力化のH的からそのほか

Cるいでん

記録計は全面的に外観を新しいデザインに変更し,性能的にもク

ロスバネを使用Lた電流力言｢J捗や,2要素記録汁などの新形を朋党

し,さらに電力の`証齢状態瀾~如こ便利な小形鵜川用の勲ペン式のも

のが完成したリ
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第23図 ET71形トランジスタ式日立メガー

特殊計器としてほ酸素吹込管位置指示計,鋳型乾燥度測琵器など

生存管玉利一i計器が開発され,今後この瞳の計器の要求が多くなるで

あろう｡速度計関係としてほ信号記録装置を備えた速 ∴計

ATC(日動列車制御)用の速度検知装置が開発され,単に速度指示の

みでなく列

ある｡

の運転状態の監視,自動制御に貢献するところが大で

7.3.1積算電力計の生産

(1)Y-7形,Y-7A形広範囲単相積算電力計

Y【7形ほJIS1211(1955)広範囲計器規格を満足し,帝位マイク

ロ調整機構,宝石軸受を使用した計量装置などすぐれた特長によ

り,各電力会社に納入し好評をえているが,さらに温度特性の改

良を加えいよいよ安定な特性のものとなった｡Y-7A形はさらに

定格値の150%までの負荷特性を保

ソトの効

するものであり,電流シヤ

的使用により良好な特性を有し,関西 力株式会社は

か各電力会社に納入されている｡

(2)積算電力計の輸出

海外よりの需要が活発であり,沖組,韓周,lリレコ,フィリッ

ピンなどの諸国に,Y-7,Y-73,Y-3GA,YS-1などの計器

を多量に輸汁lした｡Y-73形はY-7形単相積算 力計を 礎とし

て開発された負荷相性を藁終電流の300%まで保証する計器であ

り,YS-1彪ほ串

回路計暑詩である｡

手形単相三線式積算電

.
･
‖力 てつあで

7.3.2 亡T71形トランジスタ式日立メガーの開発

一般の丁回し式絶

正平衡

抵抗計でほ,足場の不便な高所での絶縁試験

や,配電盤内などの狭い場所での絶縁試験は国難である｡これらの

点から取扱いの簡便な自動メガーを要望する声が多いので,ET71形

トランジスタ式日立メガーを開発した｡これは直流高圧発生装置

が,市販のUM-2形乾電池を電掠とし,トランジスタで交流に変換

し昇圧壕流するトランジスタ方式と,交流100Vを電源とし,昇圧

整流するエリミネータカ式の兼用になっており,計器要素ほ一般の

日立メガーと同じ 内部磁石交さ頒輪形の比率計方式を採用してい
●

∴ ほ次のとおりである｡

(1)プローブにある押ボタンの操作により直流高圧が発生する

ため肩掛でJl▲手の測定が可能である｡

(2)性能ほ絶縁紙杭計のJIS規格を 足しているので電力用の

メガーとして他用できる【二.

(3)交流100V電源も利用できるので,定位昭での適続渕儲肥

も便利である｡
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第24図 QH71-M形小形記録計

7･3･3 記録計の新形開発

(1)QH71-M形小形記録計

第25図 VKP30形2要素記録計

面寸法140×140,奥行162111mの小形である｡第24図に示

すように日立記録計独特の優美な外観を石するものである｡ポー

タブル形であるがハンドルとゴム足を取除いて盤埋込形としても

使用できる｡交流電流,電圧記庖計は盛流形で,電力記録計ほ′底

流力計形である｡記録方式ほ熱ペン式で,電動機によってペンが

動かされるため による誤差ほほとんどない｡本記録計ほ随時

希望の場所で使用するのに庭利である｡

(2)VKX30-M形電子管自動平衡式記慮計

子管自動平衡式の記録計は従 Q6形として製作していた

が,外観を変更してVKXシリーズに合わせるとともに,交流電

流,電圧,電力を記録する電流力計形の測定要素をもつものは

VKD形と称し可動部の支持方式にクロスバネを採用し 擦の減

小をはかった｡なおウインプリッジを使用したVKB形周波数記

録計,シンクロ方式のVKS形水位記録計などがあり,そのほか

タービン監視用として同形式の伸び,仲基,偏心,振動,回転数,

カム軸位置記録計などの特殊品もある｡

(3)VKP30形電子管自動平衡式2要素記録計

第25図に本記録計の外観を示す｡本掛こほ2組の電位差計式日

動平衡機構が組込まれている｡二つのペンは時間軸の方い射こ少し

ずらせてあり,ともに全口盛幅(150nlm)を動き,閑適した二つの

見たとえば電力と無効電力などを同一記録紙に川崎に記偏するこ

とができる｡本記録計の人力ほ直流電圧であるので直流電圧に変

換できる最ほすべて本記 計を利用することができる｡

7.3.4 特殊計器の開発および改良

(1)GSll-B形酸素吹込管位置指示計

製鉄工場にて酸 酸素吹込管の先端の位置を

測定指示するものであり,330×750mmの人形計器である｡目盛

ほ策2る図に示すとおり0乃至15mの粗目盛と,このうち常時使

用する0乃至2.5mを精掛こ読む目盛とがあり,さらに湯面と吹

込管先端との距離を直読できるように副尺が付属している｡発信

器ほ吹込管の上下 動をロープを使用してドラムの凹転に変換し

セルシソモータを回転させるもので,指示計中のコントロールト

ランスと組合わせる電子管自動平衡方式のものである｡

(2)QBC形速度記録計

速度記録封ほ従来速度の記録と走行距離の積算を行う機能のも

のであったが,さらに地上信号機からの信けを受けてシグナルの

梅軒(青橙赤)および運転者がシグナルを確認したとき抑ボタンを

抑すことにより怖認したことを記録する装置が追加された｡これ
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第43巻 第1号

第26図 GSll-B形

酸素吹込管位置指示計

第27図 UW60-P形鋳型乾燥度測定器

により速度記録計は運転状態の監視用としてさらに有効なものと

なった｡

(3)DY61-C形速度検知装置

本装~躍ほ列中日動制御装置からの信号による指令 度と列車速

度との大小を判別し,列車のブレーキを制御するものである｡指

令速度ほ 5,20,50,80,100,120km/hであり,それぞれの接点回

路がL■l劇描肌卸製詳引こよって閉じられると者速度に相当する一定直

流電狂が規準電托として得られる｡

って得られる 度に比例した直流

この電圧と 度計発電機によ

圧との大小を比較し,後者の

ほうが大である場斜こほ列車にブレーキがかかるよう制御リレー

を駆動するものである｡この方式ほ両電圧の大小の比較により動

作するものであるから動作が碇実である｡全トランジスタ方式で

あり,速度指示計と併用することができる｡

(4)UW60-P形鋳型乾燥度測定器

鋳型にほ生

乾に

中の水分が

,乾燥型などいろいろある｡乾燥卦こおいては特
る｡すなわち不良乾燥状態で注湯すると鋳型

発し,鋳旧Lに吹かれなどの生ずる恐れがある｡

従来この乾燥度が非常に重要でありながら良い測定法がなく,

もっぱら鋳物技術者の経験に頼っておったが,本掛こより電気的

方法で簡単に測定することが可能となった｡

木器の原軌ま鋳型の乾煉度による抵抗変化を利用した一種のQ

メータであー),ポータブル形として現場技術者でも容易に使用で

きることか最大梢長である｡

舞27図は本器の外観を示したものである｡




